（Ｈ22年12月）

· 2010年年間ベストセラー総合部門第1位は「もしドラ」と発表されました。
「もしドラ」と聞いてすぐに本のタイトルが思い浮かんだ方、あなたは世の中の変化や流行に敏感で、好奇心旺盛、向上心豊かな方ではないでしょうか。

㈱トーハンは12月3日、2010年の年間ベストセラー（2009年12月～2010年11月の集計）の総合部門第1位は『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの「マネジメント」を読んだら』（岩崎夏海 著）であると発表しました。この本がなぜベストセラーに成りえたかを自分なりに勝手に分析すると、まず経営学の大家であるドラッカーとその対極に位置するいまどきの女子高校生を結びつけた衝撃的なタイトル、そしてコミック本から飛び出してきたようなアニメキャラクターの挿絵、それらによって人々に強烈なインパクトを与えつつ、内容的にもドラッカーの経営学や社会学の基礎中の基礎ではあるものの、ドラッカー初心者にもついていける分かりやすさや知的好奇心を程よく満たしてくれる題材に対して支持の輪が広がったと考えられます。
実際の中身はというと、野球部の敏腕マネージャーの「みなみ」がドラッカーの経営書「マネジメント」に出会い、野球部を強くするのにドラッカーの教えが役に立つことに気付くことで、親友の夕紀や野球部の仲間たちとともにドラッカーの教えを実践して力を合わせて甲子園を目指すという青春物語です。
ドラッカーの基本的な関心事は「人を幸福にすること」であったといわれています。そのアプローチの仕方として「個人としての人間」ではなく「社会や組織の中の人間」を選択したともいわれています。所詮人間はひとりでは生きていけません。好むと好まざると何らかの社会や組織に属さなければなりません。そうであるならば、その社会や組織の中で切磋琢磨しながらともに成長することで幸福を実現する。それが同僚である場合もあれば上司・部下、先輩・後輩の場合もあるでしょう。また、会社と従業員という場合もあるでしょう。重要なことは立場が違っても同じ方向に向って自ら考えて行動することです。ドラッカーは「知識労働者」と表現していますが、何かをやろうとする時は、それぞれの持ち場で培った知識を活かして先ず仮説を立てて実行してみる。うまくいかないときはその原因を究明してまた仮説を立てて実行してみる。その繰り返しが人を成長させ、小さな成功体験によって自信をはぐくみ、その好循環が幸福へと導いてくれる。今年の締めくくりにあたり、来年への飛躍を期してドラッカーの著書を一冊でもひも解いてみては如何でしょう。
ちなみに年間ベストセラーの第2位は「バンド1本でやせる！巻くだけダイエット」（山本千尋 著）、第3位は「体脂肪計タニタの社員食堂　500kcalのまんぷく定食」（タニタ著）。従業員に健康管理を促して生活習慣病を予防する意味でも、もっと大きく出て、際限なく増え続ける日本の医療費を少しでも抑制するためにも、それぞれに一読の価値はあるのではないでしょうか。　（工藤克己）
